
おいしい桃になってね！ 
飯山北第一保育所飯山北第一保育所 

おいしい桃になってね！ 
飯山北第一保育所飯山北第一保育所 

おいしい桃になってね！ 
飯山北第一保育所 
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●ペアボート試乗会 
日時＝①7月17日豸、②8月6日貍
　午前10時～正午 
場所＝丸亀ボートレース場 
対象＝中学生以上60歳未満の人 
定員＝各日40人（応募者多数の
　場合は抽選） 
締め切り＝①7月10日豸、②7月
　30日貍 
申込方法＝ホームページ（http:// 
　www.marugame-kyotei.jp）
　をご覧ください 
●親子ゴムボート大会 
日時＝7月17日豸午後3時～5時 
場所＝丸亀ボートレース場 
対象＝3歳以上の子どもと保護者 
申し込み＝当日午後2時半から競
　技棟入り口で受け付け 
その他＝ぬれてもよい服装で参加 
問い合わせ＝競艇事業部 蘂23-5141

●オープンスイムフェスタ2011 
　25襷、50襷の種目別競泳競 
技（年齢別、男女別）を行いま
す。初心者対象の水泳教室も同
時開催。 
日時＝7月18日豢午前8時半 
場所＝総合運動公園水泳プール 
対象＝小学生～大人 
問い合わせ＝市体育協会 
　蘂24-6251

ボート体験 
水面でレーサーと一緒に！ 

まるがめ文化財文化財の日 ミステリーハンター石垣石垣の刻印刻印を探そう！ まるがめ文化財の日 ミステリーハンター石垣の刻印を探そう！ 

環境を考える水辺と星空 環境を考える水辺と星空 

プール開きだ。全員集合！ 

夏休み親子施設見学会 
消防本部・資料館・ボートレース場 

こ
ん
に
ち
は
！  

　

フ
ク
ち
ゃ
ん
展 

　
〜
昭
和
を
ふ
り
か
え
っ
て
〜 

●エコ丸体験ツアー 
　スタンプラリーをしながらエ
コ丸工房内を各種体験・見学し
よう。 
日時＝7月24日豸午前9時半
　～11時 
場所＝クリントピア丸亀 
対象＝小学生と保護者 
定員＝100組（当日受け付け） 
料金＝無料 
その他＝7月23日貍は臨時休館 
問い合わせ＝クリントピア丸亀 
　蘂56-1144

日時＝7月30日貍 
　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝どなたでも 
講師＝白鷺亭楽笑ほか 
申し込み＝不要 
問い合わせ＝図書館 
　蘂22-3746

エコ丸工房へ行こう！ 

夏休み親子寄席 
　刻印（マーク）を探して石垣の謎を 
解き明かそう。 
日時＝8月7日豸午前9時～11時（午 
　前8時半から受け付け、小雨決行） 
場所＝丸亀城大手一の門 
対象＝小学生と保護者 
定員＝100人 
料金＝無料 

申し込み＝教育委員会文化財保護担当 蘂22-6278

美術館で遊ぼう！ MIMOCA美術館で遊ぼう！ MIMOCA
笊オープンスタジオ○△□と粘土で遊ぼう 
日時＝7月2日貍午前10時～11時半 
場所＝2階造形スタジオ 
対象＝子どもと保護者 
料金＝無料 
申し込み＝不要 

笆ふわふわねんどランド 
　ふわふわの白い粘土に、小枝や
小石、光るビーズを付けて、楽し
いオブジェを作ろう。 
日時＝7月21日貅～26日貂①午 
　前10時～正午、②午後1時半～
　3時半 
場所＝2階造形スタジオ 
対象＝どなたでも 
定員＝各回40人 
料金＝300円 
※笆・笳ともに申込不要。当日午前10時に、同美術館2階造形スタジオで
　受け付け（先着順）。当日のみ有効の整理券を配布（1人3枚まで）。 

日時＝①8月5日貊、②8月25日貅午前10時～午後3時 
コース＝①消防本部→資料館②消防本部→丸亀ボートレース場
対象＝小学生と保護者 
定員＝各10組（申込順） 
持参する物＝弁当、水筒、筆記用具 
締め切り＝①7月29日貊②8月19日貊 
申し込み＝秘書広報課蘂24-8800

●水辺の教室 
日時＝8月4日貅午前9
　時～午後0時半（雨天：
　8月10日貉） 
場所＝西汐入川、金倉川 
対象＝小中学生 
定員＝20人（申込順、
　小学生以下は保護者同
　伴） 
料金＝無料 
申し込み＝7月29日貊までに環境課 
●星空探検隊（スターウオッチング） 
日時＝7月28日貅午後7時半～9時半（雨天：7月29日貊） 
場所＝土器川生物公園 
定員＝30人（申込順、小学生以下は保護者同伴） 
料金＝無料 
申し込み＝7月22日貊までに環境課 
問い合わせ＝環境課 蘂24-8836

　「フクちゃ
ん」といえ
ば、横山隆一
が描いた新聞
連載漫画の主
人公。その愛
らしいキャラ
クターは長い
間愛され、同
じ時代を生き

た人はもちろん、その時代を知らない人
も、昭和というイメージを思い浮かべま
す。「フクちゃんと昭和をふりかえって」
のコーナーでは、漫画に登場した家具、
電化製品、日用品などを資料館所蔵の品々
とコラボレーション展示します。 
日時＝7月23日貍～8月28日豸午前9
　時半～午後4時半 
場所＝資料館1階展示室 
料金＝無料 
問い合わせ＝資料館 蘂22-5366 
●オープニングセレモニー 
蘆7月23日貍午前9時半 
　先着100人にオリジナルフクちゃん丸
亀うちわをプレゼント 
蘆同日午前10時 
　横山隆一記念まんが館・奥田奈々美学
芸員による作品解説 

しお 

笳すてきな手作りランプ 
　ペットボトルや空き容器、針金や

竹ひご、和
紙やセロハ
ンなどを組
み合わせて
ランプシェ
ード（かさ）
をつくろう。 
日時＝7月
　30日貍～
　8月3日
　貉①午前
　10時～正

　午、②午後1時半～3時半 
場所＝2階造形スタジオ 
対象＝どなたでも 
定員＝各回40人 
料金＝300円 
問い合わせ＝美術館 蘂24-7755

蜻
過
去
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
蜷 



人権課 男女共同参画室 蘂24-8823

―スウェー
デンの話―

 

　スウェー
デンのある

町で、「公
園管理の

仕事」があ
りました。

公園に植え
る花を決

めたり、人
々が気持ち

よく過ごせ
る工夫を

したり、自
分のアイデ

アを生かす
仕事です。

 

　しかし、
秋になると

集めた落ち
葉の袋を

運ぶ、つら
い仕事が待

っています
。25キロ

グラム入り
の袋を使う

ので、力の
強い男性

しかこの仕
事に就けま

せん。 

　ところが
、落ち葉を

入れる袋を
小さくし

たところ、
女性も楽に

落ち葉が運
べます。

それからは
この仕事に

、女性や力
のあまり

強くない男
性も就ける

ことになり
、公園が

一層美しく
なったそう

です。 

袋を小さく
したら……

 

―
―
―
第
2
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン（
以
下
プ
ラ
ン
）素
案
策
定
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
策
定
の
協
議
の
中
で
、

特
に
気
を
付
け
た
こ
と
は
何
で
す
か
。 

　
子
育
て
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
の
中

で
の
意
見
を
反
映
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
心
掛
け
ま
し
た
。
市
は
、
平
成

17
年
12
月
に
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
を
し
て
い
ま
す
が
、
宣
言
文
に
は

「
す
べ
て
の
人
は
」「
そ
の
人
ら
し
く
」

と
あ
り
、
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、

障
が
い
な
ど
の
差
別
や
抑
圧
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
生
き
生
き

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

あ
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
は
、

人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
も

の
だ
と
い
う
思
い
で
関
わ
り
ま

し
た
。「
こ
う
あ
る
べ
き
」
で
は

な
く
、
夢
、
生
活
、
仕
事
な

ど
を
そ
の
人
ら
し
く
選
択
で

き
、
大
切
に
出
来
る
社
会
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

―
―
―
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

　
ま
だ
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
、

夫
は
「
育
児
を
す
る
父
親
は
周

り
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の

か
」
少
し
気
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
私
は
「
嫁
が
夫
の
親

の
こ
と
を
す
る
も
の
だ
」
と
意

識
を
し
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
は
、
子
ど
も
と
関
わ

り
た
い
、
親
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
ど
ち
ら
の
中
に
も
あ
っ

て
、
ど
ち
ら
か
の
役
割
と
い
う
も
の

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
答
え
は
一
つ
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
心
の
中
に
あ
り
、
創
っ
て
い
く

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

―
―
―
最
後
に
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
プ
ラ
ン
は
、
学
識
経
験
者
、

市
民
団
体
、
企
業
関
係
者
、
市

職
員
な
ど
が
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
願
っ
て
熱
く
議
論

し
、
策
定
し
た
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、市
・

市
民
と
事
業
者
が
目
指
す
も
の

を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
関

わ
っ
た
一
人
と
し
て
う
れ
し
い

で
す
。 

答えは一つではない 
男女の役割分担 

出来ました第2次男女共同参画プランまるがめ 

生き方を選択できる社会を 

人権課人権課 
男女共同参画室男女共同参画室 
長樂　史子長樂　史子 

人権課 
男女共同参画室 
長樂　史子 

　「男女共同参画」というと、堅苦しい印象があ
るかも知れませんが、実は難しいものではなく、
男性も女性も大人も子どももみんなが自分らしく
いきいきと生きられる社会を目指すことです。 
　日々の生活の中で「誰かに我慢や無理を強いる
社会って変だな」と気づいてもらえるように、分
かりやすく「第2次プラン」を進めていきます。 
　4月の機構改革で、男女共同参画室は企画財政
部から総務部に変わりました。男女共同参画社会
の実現に向けて、市民、事業者、市役所が一体と
なって取り組みましょう。 

　青ノ山保育所では、保育士の体験を通して、子育
ての課題と喜びを実感してもらおうと「1日保育士
助手体験」事業を行っています。6月7日には、3人
の保護者が紙芝居やふれあい遊びに挑戦し、子ども
たちと触れ合いました。また、モデル幼稚園の本島
幼稚園でも「わくわくサークル」の活動を男女共同
参画の視点で見直し、活動を広げていく予定です。 

45

○男性がスーパーで買い物をする姿を見掛けると、気の毒、格好悪いと思う。 

○たとえ共働きでも、家庭の用事ができたときは、まず妻が対応するほうが良い。 

○子どもは、女の子なら優しく、男の子ならたくましく育てるほうが良い。 

○将来のため男の子には勉強をがんばってほしいが、女の子はそこそこで良い。 

○町内会やＰＴＡの会長は男性がなったほうが良いと思う。 

○プレゼントのリボンは男性なら青や緑、女性ならピンクや赤にする。　 

○男の子が泣くのを見ると「男のくせに」と情けなくなる。 

○女の子が人形より乗り物やロボットのおもちゃを欲しがると心配になる。 

※「はい」が多いほどジェンダーにとらわれている可能性があります。一人ひとりの多様
　な能力や可能性に気付いていないかもしれません。 

はい いいえ あなたもやってみよう！ ジェンダーチェック 

ジェンダー 
　社会的・文化的に形成され
た性別。生まれついての生物
学的性別（セックス）がある一
方、社会通念や慣習の中には
社会や文化によって作り上げ
られた「男性像」「女性像」が
あります。このように形成さ
れた男女の別をジェンダーと
いいます。 

こうほう豆知識 

男女がともに生き生きと暮らせるまちをめざして 

男女共同参画モデル保育所：青ノ山保育所 
体験 1日保育士助手 

 

　

女
性
審
議
会
等
委
員 

　
　
　
　
　 

目
標
40
％ 

　
市
で
は
平
成
18
年
２
月
に
「
男
女

が
と
も
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
を
め
ざ
し
て
「
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
ま
る
が
め
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
２
年
後
の
平
成
20
年
に

は
「
丸
亀
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
を
施
行
し
、
課
題
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
成
果
を
踏
ま
え
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）」の
実
践
や
「
丸
亀
市
配
偶
者
等

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
支

援
に
関
す
る
基
本
計
画
」
な
ど
を
組

み
込
ん
だ
「
第
２
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
ま
る
が
め
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共

同
参
画
審
議
会
委
員
、
素
案
策
定
作

業
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の

人
に
熱
心
な
審
議
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
期
間
は
、
平
成
28

年
度
ま
で
の
６
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

重
点
項
目
と
し
て
、
①
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
②
男
性
の

意
識
啓
発
と
家
庭
・
地
域
へ
の
参
画

③
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス（
Ｄ
Ｖ
）対
策
④
政
策
・
方
針
決
定

過
程
へ
の
女
性
の
参
画
⑤
子
育
て
・

介
護
支
援
の
充
実
⑥
学
校
等
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
教
育
―
―

を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
計
画
期
間
中
に
達
成
す
べ

き
主
な
項
目
の
現
状
と
数
値
目
標
を

紹
介
し
ま
す
。 

●
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
言
葉

を
全
く
知
ら
な
い
人
の
割
合 

現
状
＝（
平
成
22
年
１
月
）21
・
６
％ 

目
標
＝
０
％ 

●
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性
の
登
用 

①
審
議
会
等
委
員
の
女
性
登
用
率 

現
状
＝
28
・
９
％
　
目
標
＝
40
％
　 

②
女
性
の
い
な
い
審
議
会
等
の
数
　 

現
状
＝
６
　
目
標
＝
０ 

●
男
女
共
同
参
画
モ
デ
ル
校
・
幼
稚

園
・
保
育
所
の
指
定
数 

現
状
＝
１
幼
稚
園
　
目
標
＝
２
中
学

校
、４
小
学
校
、６
幼
稚
園
、６
保
育
所 

●
男
性
の
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
数

現
状
＝
０
回
　
目
標
＝
年
３
回 

　
市
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
達
成
を

目
指
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
男
女

共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
な
お
「
第
２
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
ま
る
が
め
」
は
、
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
に
置

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

▲左から山神山神さん、大川大川さん、岩根岩根さん ▲左から山神さん、大川さん、岩根さん 

男女がともに生き生きと暮らせるまち 

基本理念 

男女の人権の尊重 

生涯にわたる 
　　健康と権利 

社会における制度・ 
慣行についての配慮 

家庭生活における活動と 
その他の諸活動の両立 

政策や方針の立案・ 
決定への共同参画 

丸亀市が目指す男女共同参画社会 

気づく 
差別や区別はそ
の意識に気づい
た時から解消に
向かいます。誰
もが性別にとら
われることなく
自分らしく生き
られるまちづく
りを進めます。 

参画する 
すべての人が、
仕事に家庭に、
地域活動に、対
等な立場で参画
することができ
る環境を整えま
す。 

自立する 
すべての市民が
健康で安心して
暮らすために、
それぞれの能力
や適正を活かし
自立することが
大切です。一人
ひとりの多様な
生き方を応援し
ます。 

プ
ラ
ン
素
案
策
定
作
業

素
案
策
定
作
業
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
 

N
P
O

N
P
O
法
人
法
人
「
地
域
地
域
は
家
族
家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
 

代
表
　

代
表
　
　
木
　
明
美

　
木
　
明
美
さ
ん
 

プ
ラ
ン
素
案
策
定
作
業
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
 

N
P
O
法
人
「
地
域
は
家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
 

代
表
　
　
木
　
明
美
さ
ん
 

資料：平成22年度丸亀市男女共同参画職員研修会（講師：香川大学・加野教授） 

　市は、男女共同参画社会を実現するため
の具体的な取り組み施策を定め、その行動
指針となる「第2次男女共同参画プランま
るがめ」を3月に策定しました。今月は「男
女がともに生き生きと暮らせるまち」を目
指して皆さんと一緒に考えたいと思います。
　まず、素案策定メンバーの　木明美さん
に、市広報担当がインタビューしました。 



税 務 課  
蘂24-8857

　
平
成
２３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
各
保
険
料（
税
）額
決
定
通
知
書
を

7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
通
知
書

が
届
い
た
ら
、
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
課
税
限
度
額
が
変
更 

　
国
民
健
康
保
険
税
額
は
、
加
入
者

の
前
年
の
所
得
額
に
応
じ
た
所
得
割
、

今
年
度
の
固
定
資
産
税
額
に
応
じ
た

資
産
割
、
一
人
当
た
り
に
か
か
る
均

等
割
、
世
帯
あ
た
り
に
か
か
る
平
等

割
の
合
計
額
で
す
。 

　
税
率
は
平
成
22
年
度
か
ら
変
更
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
方
税
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
、
課
税
限
度
額
が
上
が

り
ま
し
た
。 

67

　
自
営
業
な
ど
第
一
号
被
保
険
者（
学

生
以
外
）
で
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
未
納
が
多
く
な
れ
ば
、老
齢
基
礎
年

金
や
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金

が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
免
除
や
猶
予
は
、
前
年
所

得
が
審
査
対
象
で
す
。
確
定
申
告
な

ど
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
。 

　
申
請
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持

参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
へ
（
失
業
な
ど
の
場
合
は

離
職
票
が
必
要
）。 

●
保
険
料
免
除
制
度 

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
に
応
じ
、
全
額
、
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
４
段

階
で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
全
額
免
除
以
外
は
、
定
め
ら
れ
た

一
部
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
未

納
に
な
り
ま
す
。 

《
免
除
を
受
け
た
場
合
》 

蘆
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す 

蘆
受
給
金
額
は
免
除
さ
れ
た
割
り
合

　
い
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
（
追

　
納
制
度
あ
り
） 

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
学
生
を
除
く
30
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
に
応
じ
て
、
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。 

《
猶
予
を
受
け
た
場
合
》 

蘆
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す 

蘆
追
納
し
な
い
限
り
受
給
金
額
に
算

　
入
さ
れ
ず
、減
額
と
な
り
ま
す（
追

　
納
制
度
あ
り
） 

　
免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、
全
額

納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、
受
給
額
は

減
額
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

後
か
ら
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
で

き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は
善
通

寺
年
金
事
務
所
へ
。 

国民年金 

市民課市民課 蘂2424-8945 8945 
善通寺年金事務所善通寺年金事務所 蘂62-166062-1660

国民年金 
免
除
制
度 

猶
予
制
度 

地
籍
調
査
に
ご
協
力
を 

市民課 蘂24-8945 
善通寺年金事務所 蘂62-1660

農
林
水
産
課
地
籍
調
査
推
進
室 
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土
地
に
は
、所
有
者
、地
番
、地
目
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
「
地
籍
」
と
い

い
ま
す
。
地
籍
調
査
と
は
、
土
地
の
境
界
な
ど
を
正
確
に
確
認
し
、
こ

の
境
界
を
基
に
、
土
地
の
位
置
や
形
状
な
ど
を
測
量
す
る
こ
と
で
す
。

調
査
結
果
は
、
地
籍
簿
や
地
籍
図
と
し
て
法
務
局
に
備
え
付
け
ま
す
。 

ご協力をお願いします 

　
法
務
局
に
あ
る
地
図
（
公
図
）
の

約
半
数
は
、
明
治
時
代
の
「
地
租
改

正
」
で
作
成
さ
れ
た
地
図
を
基
に
し

た
た
め
、
境
界
、
形
状
な
ど
が
現
状

と
は
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
地
籍

調
査
に
よ
り
、
土
地
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぎ
、
皆
さ
ん
の
土
地
を
守
り
ま
す
。 

  

●
土
地
の
境
界
が
明
確
に 

●
登
記
手
続
き
の
簡
素
化
・
経
費
縮
減 

●
土
地
の
有
効 

　
活
用
の
促
進 

●
課
税
の
適
正 

　
化
・
公
正
化 

●
災
害
復
旧
の 

　
迅
速
化 

  1
）
調
査
に
先
立
っ
て
、
住
民
へ
の 

　
　
説
明
会
を
実
施 

2
）
土
地
所
有
者

　
　
ら
の
立
ち
会

　
　
い
の
下
、
境

　
　
界
な
ど
を
確

　
　
認
（
一
筆
地 

　
　
調
査) 

3
）
地
球
上
の
座 

　
　
標
値
と
結
び 

　
　
付
け
て
、
一 

　
　
筆
ご
と
正
確
に
測
量 

4
）
各
筆
の
筆
界
点
を
基
に
正
確
な 

　
　
地
図
を
作
成
し
、
面
積
を
測
定 

5
）
地
籍
簿
と
地
籍
図
の
案
を
閲
覧 

　
　
し
、
誤
り
な
ど
を
訂
正 

6
）
地
籍
簿
と
地
籍
図
の
写
し
を
登 

　
　
記
所
へ
送
付 

　
境
界
の
事
前
確
認
や
現
地
調
査
の 

立
ち
会
い
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
抵
当
権
、
仮
登
記
な
ど
の

所
有
権
以
外
の
権
利
が
あ
る
場
合
は
、

原
則
的
に
合
筆
・
一
部
合
併
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
抹
消
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

追 納 制 度  

保
険
料（
税
）決
定
通
知
書
を 

　
　
　
　
　
　
　
送
付
し
ま
す 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

　
保
険
料
は
、
加
入
者
が
等
し
く
負

担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
で
す
。
な
お
、
所
得
の
低

い
人
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療制度 

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険
証 

　
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
後

期
高
齢
者
の
保
険
証（
黄
色
い
カ
ー
ド

で
横
に
水
色
の
線
が
入
る
）
を
、
黄

色
の
封
筒
に
入
れ
、
７
月
15
日
か
ら

「
特
定
記
録
郵
便
」
で
送
付
し
ま
す
。 

　
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か

な
い
場
合
や
、
保
険
証
の
記
載
事
項

に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
保
険
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額 

　
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
、
医
療

費
の
自
己
負
担
額
を
判
定
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
に
、
８
月
１
日

か
ら
１
年
間
適
用
さ
れ
る
自
己
負
担

割
合
（
１
割
も
し
く
は
３
割
）
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
３
割
負
担
の
人
で
も
、

世
帯
内
の
加
入
者
と
収
入
要
件
に
よ

っ
て
は
、
申
請
で
１
割
負
担
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
高
齢
受
給
者
証 

　
　
　
（
70
歳
〜
74
歳
） 

　
８
月
か
ら
使
え
る
新
し
い
国
民
健

康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
20

日
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。 

　
限
度
額
適
用
認
定
証 

　
入
院
し
た
時
の
医
療
費
負
担
を
軽

減
す
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
１
か
月
の
窓
口

支
払
い
限
度
額
は
、
収
入
や
年
齢
な

ど
で
異
な
り
ま
す
。 

　
入
院
の
際
に
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
保
険
課
、
綾
歌
・
飯

山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
、

事
前
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
申
請
方
法 

　
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
申
請
は
７
月
20
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納 

が
あ
る
人
に
は
、
交
付
で
き
な
い
場 

合
が
あ
り
ま
す
。 

　
特
定
疾
病
療
養
受
療
証 

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の「
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
持
つ
人
に

は
、
７
月
20
日
ご
ろ
に
新
し
い
受
療

証
を
郵
送
し
ま
す
。 

蘂
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―
8
8
4
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保
険
課 

 

か
ら
の 

お
知
ら
せ 

調
査
調
査
の
必
要
性

必
要
性 

調
査
の
必
要
性 

調
査
調
査
の
効
果
効
果 

調
査
調
査
の
方
法
方
法 

調
査
の
効
果 

調
査
調
査
の
方
法
方
法 

調
査
の
方
法 

平成23年度の国保税率 

所得割 

資産割 

均等割（１人当たり） 

平等割（１世帯当たり） 

最高限度額 

7.2％ 

18.0％ 

27,000円 

27,000円 

510,000円 

1.8％ 

3.0％ 

5,500円 

5,000円 

140,000円 

1.5％ 

6.0％ 

7,800円 

4,300円 

120,000円 

区　　　分 医 療 分  後期高齢者 　支援分　 
介 護 分  
（40～64歳） 

均等割額 
一律47,200円 

所得割額 
「総所得－基礎控除 
33万円」×8.81%

平成23年度 
後期高齢者医療保険料 
（限度額 500,000円） 

+

＝ 



平成23年度 募集 審 議 会 等 委 員 
文化振興審議会委員  総合農政推進協議会委員 

委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

市役所受付、農林水産課、市民総合センタ
ーに設置。市ホームページでも入手可。 

市内在住または通勤、通学し、任期開始日
現在満20歳以上の人。ただし、市議会議員、
市職員、２つ以上の審議会に委嘱されてい
る人を除く。 

応募資格 

応募用紙に必要事項を記入し、1000字程度
の応募理由を添えて農林水産課へ提出（郵
送、ファクス、直接持参、メールなど）。 

農業振興施策について調査、審議 

応募方法 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して選
考（結果は全員に通知）。 

締め切り ７月22日貊 

問い合わせ 農林水産課（蘂24-8845・薨24-8863） 

任　　期 ３年（９月１日～平成26年８月31日） 

募集人員 ２人 

委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

市役所受付、文化観光課、市民総合センタ
ーに設置。市ホームページでも入手可。 

市内在住または通勤、通学し、任期開始日
現在満20歳以上の人。ただし、市議会議員、
市職員、２つ以上の審議会に委嘱されてい
る人を除く。 

応募資格 

応募用紙に必要事項を記入し、文化観光課
へ提出（郵送、ファクス、直接持参、メール
など）。 

市文化振興基本計画の進行管理と文化の振
興にかかる重要事項について調査、審議 

応募方法 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して選
考（結果は全員に通知）。 

締め切り ７月13日貉 

問い合わせ 文化観光課（蘂24-8822・薨24-8863） 

任　　期 ２年（８月１日～平成25年７月31日） 

募集人員 ２人 

都市計画審議会委員  行政改革推進委員  

委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

市役所受付、政策課、市民総合センターに
設置。市ホームページでも入手可。 

市内在住または通勤、通学し、任期開始日
現在満20歳以上の人。ただし、市議会議員、
市職員、２つ以上の審議会に委嘱されてい
る人を除く。 

応募資格 

応募用紙に必要事項を記入し、1000字程度
の応募理由を添えて政策課へ提出（郵送、フ
ァクス、直接持参、メールなど）。 

行政改革について調査、審議 

応募方法 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して選
考（結果は全員に通知）。 

締め切り ７月29日貊 

問い合わせ 政策課（蘂24-8839・薨24-8874） 

任　　期 ２年（８月30日～平成25年８月29日） 

募集人員 ３人以内 

委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

市役所受付、都市計画課、市民総合センタ
ーに設置。市ホームページでも入手可。 

市内在住または通勤、通学し、任期開始日
現在満20歳以上の人。ただし、市議会議員、
市職員、２つ以上の審議会に委嘱されてい
る人を除く。 

応募資格 

応募用紙に必要事項を記入し、「これからの
丸亀市の都市計画（まちづくり）」をテーマに
1000字程度の作文を添えて、都市計画課へ提
出（郵送、ファクス、直接持参、メールなど）。 

都市計画に関する重要事項について調査、
審議 

応募方法 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して選
考（結果は全員に通知）。 

締め切り ７月29日貊 

問い合わせ 都市計画課（蘂24-8812・薨24-8866） 

任　　期 ２年（９月22日～平成25年９月21日） 

募集人員 ２人以内 
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７
月
24
日
で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ

ジ
）
へ
完
全
移
行
し
ま
す
。
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
を
ご
利
用
の
人
は
、
地
デ

ジ
へ
の
切
り
替
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
近
所
の
高
齢
者
へ
も
声
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

《
切
り
替
え
方
法
》 

●
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
替
え
る 

●
現
在
使
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

　
に
、
外
付
け
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
チ

　
ュ
ー
ナ
ー
を
つ
な
ぐ 

　
低
所
得
世
帯
向
け
の 

　
　
　
　
　
　
　
支
　
援 

　
総
務
省
で
は
、
次
の
対
象
世
帯
に

簡
易
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を

無
償
給
付
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
世
帯
】 

①
生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
障
害
者

　
の
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
社

　
会
福
祉
施
設
入
所
者
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

　
信
料
全
額
免
除
の
世
帯 

②
①
以
外
の
市
民
税
非
課
税
世
帯 

【
問
い
合
わ
せ
】 

①
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

　
実
施
セ
ン
タ
ー
（
蘂
０
５
７
０
―

　
０
３
３
８
４
０
）
か
（
蘂
０
４
４

　
―
９
６
９
―
５
４
２
５
） 

②
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
０
５
７
０
―
０

　
２
３
７
２
４
）
か
（
蘂
０
４
３
―

　
３
３
２
―
２
５
２
５
） 

　
悪
質
商
法
に 

　
　
　
　
　
ご
注
意
を 

　
総
務
省
（
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
）

と
名
乗
る
職
員
が
、
家
を
訪
問
し
費

用
を
請
求
す
る
被
害
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省

や
テ
レ
ビ
局
な
ど
が
訪
問
し
て
料
金

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》 

蘆
頼
ん
で
い
な
い
商
品
の
請
求
は
は

　
っ
き
り
と
断
る 

蘆
部
屋
の
中
に
上
が
ら
せ
な
い 

蘆
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る 

蘆
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
最
寄

　
り
の
電
器
店
な
ど
に
相
談
す
る 

蘆
デ
ジ
サ
ポ
香
川
や
警
察
へ
連
絡
す

　
る 

　
詳
し
く
は
、
デ
ジ
サ
ポ
香
川
（
蘂

０
８
７
―
８
８
３
―
５
５
２
１
）へ
。 

地デジ化 
 済んでいますか 

7月２４日までに 
切り替えを 

忘れないで ワクチン接種 

●高校２年生の女子 
　３回接種（初回接種後１か月
　後に２回目、６か月後に３回
　目を接種) 
※初回接種対象者は平成23年９
　月までに接種 
《持参する物》 
予診票、母子健康手帳または予
防接種済証、健康保険証 
※中学１年～高校１年生の女子の初
　回接種は改めてお知らせします 

無料（平成24年３月末までに接
種した人のみ)

無料 無料 

●１期・２期の２回接種 
１期：生後12か月～24か月 
２期：小学校就学前（年長児） 
※２期までに２回接種できてい
　ない人は、３期または４期で
　接種（平成24年度末まで実施） 
３期：中学１年生 
４期：高校３年生 
《持参する物》 
予診票、母子健康手帳、健康保
険証 

《特例対象者》 
●平成７年６月１日～平成19年
　４月１日生まれで１期・２期
　の接種がまだの人 
《拡大した接種時期》 
●７歳半以上９歳未満 
●13歳以上20歳未満 
《持参する物》 
予診票、母子健康手帳、健康保
険証 
※２期は９歳以上で接種 

健康課 蘂24-8806

日本脳炎予防接種 
平成17年から21年まで予防接
種の勧奨を控えていた時期に、
接種できていない特例対象者
の接種時期が拡大されました。 

対象時期拡大  

麻しん風しん混合（ＭＲ） 
感染力が大変強い感染症です。
自分だけでなく、周りに感染
を広げないためにも予防接種
を受けましょう。 

2回接種  

子宮頸がん予防ワクチン 
供給不足のため当面新規予約
を見合わせていましたが、一定
の供給量が確保できたので段
階的に初回接種を再開します。 

接種再開  

※各種とも実施医療機関で予約が必要 

対
象
者
や
接
種
方
法
な
ど 

費
用 



法
の
郷
を
歩
く 

法
の
郷
を
歩
く 

７６ 

　
生
活
の
中
心
は
、
週
３
回

通
う
ペ
タ
ン
ク
と
手
芸
。
ど

こ
へ
で
も
一
人
で
出
掛
け
る

行
動
的
な
ア
サ
ノ
さ
ん
。
な

ん
と
御
年
92
歳
。
「
神
戸
も

一
人
で
行
っ
た
よ
。
出
会
っ

た
人
と
話
を
す
る
の
が
元
気

の
も
と
か
な
。
年
を
言
う
と

握
手
を
求
め
ら
れ
る
よ
」と
、

生
き
生
き
と
輝
く
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

川
上
ア
サ
ノ
さん 

（
垂
水
町
・
９２
歳
） 

　
「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
」「
カ 

バ
ー
入
れ
ー
」
と
、
休
日
は

土
器
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
野
球
の
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
き
ま
す
。 

　
14
人
の
メ
ン
バ
ー
が
励
ま

し
あ
い
、
ナ
イ
ス
プ
レ
イ
が

出
る
と
一
緒
に
喜
び
「
次
は

自
分
も
」
と
練
習
に
力
が
入

り
ま
す
。 

　
今
後
も
、
先
輩
た
ち
の
成

績
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
猛

暑
の
中
声
を
出
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。
野
球
に
興
味
の
あ

る
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
一
度

練
習
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
。 

〈
連
絡
先
〉
和
木
規
哲（
飯
山
町
・
蘂
0
 

9
0
―
5
2
7
0
―
1
6
6
9
） 

「
次
は
自
分
も
」
声
を
出
し
て 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筅 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

飯
山
町
　
桑
島
　
和
茂
さん 

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

か
ら
西
へ
歩
く
と
、
水
の
流
れ
が
珍

し
い
地
形
が
あ
り
、
地
元
で
は
「
さ

か
さ
ま
川
」
と
呼
ん
で
い
る
。
近
く

に
法
勲
寺
（
奈
良
時
代
創
建
）
の
大

楠
が
あ
り
、
境
内
に
は
五
重
塔
の
心

礎
石
や
古
代
瓦
が
残
さ
れ
て
い
る
。

す
ぐ
西
の
丘
陵
に
「
讃
留
霊
王
の
御

墓（
約
１
７
０
０
年
前
）」
が
あ
る
。

讃
留
霊
王
は
神
話
に
登
場
す
る
武
勇 

に
優
れ
た
日
本
武
尊
の
第
五
王
子
で
、

大
和
か
ら
讃
岐
に
派
遣
さ
れ
た
健
貝

児
王
で
あ
る
。
第
十
二
代
景
行
天
皇

の
命
を
受
け
て
悪
魚
を
退
治
以
後
讃

岐
の
国
を
守
り
、
亡
く
な
っ
た
後
は

「
讃
留
霊
王
神
社
」
に
祀
ら
れ
た
。 

こ
の
神
社
は
東
向
き
に
、西
側
の「
八

坂
神
社
」
は
南
向
き
に
、
「
八
幡
神

社
」
は
西
向
き
に
鎮
座
し
、
三
社
を

総
称
し
て
「
下
法
の
背
合
わ
せ
の
お

宮
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
三

社
と
王
子

神
社
が
見

聞
で
き
る

「
法
の
郷

四
社
め
ぐ

り
」は
素
晴

ら
し
い
文

化
財
コ
ー

ス
で
あ
る
。 

さ 

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と 

る 

れ 

お
う 

た
け 

か
い 

こ 

お
う 

ま
つ 

の
り 

さ
と 

飯山少年野球クラブシニア 

まち・むら・しま筌 
武家屋敷家並み 

搦手門跡付近 

１１ １０ 

七
番
丁
〜
十
番
丁 

　
城
郭
の
南
側
に
は
、
北
か
ら
七
番

丁
〜
十
番
丁
が
あ
り
、
明
治
初
年
の

陸
軍
軍
用
地
化
を
免
れ
た
た
め
、
地

名
が
現
在
ま
で
残
っ
た
。
九
番
丁
の

一
角
な
ど
に
士
族
屋
敷
の
旧
態
が
現

在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
界
隈
で
あ
る
。 

　
「
文
政
城
下
図
」
に
は
、
搦
手
門

か
ら
す
ぐ
の
七
番
丁
の
一
角
に
、
ひ

と
き
わ
広
い
敷
地
が
描
か
れ
、「
佐
々

九
郎
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
五

家
老
の
筆
頭
佐
々
家
の
屋
敷
地
で
あ

る
。
他
の
家
老
屋
敷
が
大
手
門
側
に

あ
っ
た
の
に
対
し
、
唯
一
搦
手
門
側

に
あ
り
、
お
よ
そ
２
２
０
０
坪
の
最

も
広
い
屋
敷
で
あ
っ
た
。
佐
々
家
は
、

大
津
時
代
か
ら
の
京
極
氏
の
重
臣
で
、

小
浜
・
松
江
・
竜
野
と
京
極
氏
に
同

行
し
、
丸
亀
に
至
っ
た
。 

　
佐
々
家
の
向
か
い
に
は「
下
屋
敷
」

が
あ
っ
た
。
番
丁
内
に
あ
っ
た
三
つ

の「
御
用
屋
敷
」の
一
つ
で
あ
る
。
五

代
京
極
高
中
が
分
家
さ
せ
た
弟
高
教

の
子
の
高
周
が
、
江
戸
の
三
田
屋
敷

か
ら
一
時
移
り
住
ん
だ
屋
敷
で
あ
る
。 

 

各
務
半
左
衛
門 

　
「
文
政
城
下
図
」
で
は
、
九
番
丁

の
西
に
「
各
務
」
と
あ
る
。
幕
末
の

丸
亀
藩
の
難
局
に
当
た
っ
た
各
務
半

左
衛
門
豊
範
の
屋
敷
で
あ
る
。
ペ
リ

ー
来
航
以
後
の
幕
末
の
政
局
の
中
で
、

各
藩
は
そ
の
時
々
に
苦
し
い
選
択
を

迫
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
世
襲
的
な

職
制
が
崩
れ
、
人
材
が
登
用
さ
れ
た

藩
は
多
い
が
、
各
務
半
左
衛
門
も
そ

う
し
た
人
材
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
、

元
治
元
年（
１
８
６
４
年
）、
攘
夷
に

関
す
る
藩
の
意
向
を
伺
い
に
来
た
長

州
藩
家
老
の
使
者
に
土
肥
大
作
と
と

も
に
応
接
し
た
の
を
始
め
、
幕
府
の

長
州
征
討
や
土
佐
藩
の
高
松
征
討
な

ど
の
難
局
の
た
び
に
、
藩
と
し
て
の

最
善
の
対
応
を
決
定
し
た
。
幕
末
〜

明
治
維
新
期
は
、
各
地
で
半
左
衛
門

の
よ
う
な
人
物
が
必
要
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

 

再
び
鳥
居
耀
蔵
に
つ
い
て 

　
先
月
号
で
触
れ
た
鳥
居
耀
蔵
に
関

す
る
文
庫
本
を
２
冊
紹
介
し
た
い
。

宮
部
み
ゆ
き
『
孤
宿
の
人
』（
新
潮
文

庫
上
下
２
冊
）
は
、
丸
亀
藩
を
モ
デ

ル
と
し
た
丸
海
藩
の
人
た
ち
の
物
語

で
あ
る
。
主
人
公
の
少
女
を
始
め
、

魅
力
あ
る
人
物
が
生
き
生
き
と
描
か

れ
た
傑
作
で
あ
る
が
、
こ
の
小
説
か

ら
近
世
の
丸
亀
を
想
像
さ
れ
る
と
少

し
困
っ
た
こ
と
に
な
る
。
著
者
の
言

葉
に
よ
れ
ば
、
丸
海
藩
に
罪
人
と
し

て
送
ら
れ
て
来
る
も
う
一
人
の
主
人

公
「
加
賀
様
」
は
、
鳥
居
忠
耀
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
小
説

の
中
で
彼
が
囚
わ
れ
た
屋
敷
の
山
は

丸
亀
城
下
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。 

　
『
孤
宿
の
人
』
が
鳥
居
耀
蔵
に
借

り
て
、
奇
怪
な
人
物
を
作
り
出
し
て

い
る
の
に
対
し
、
資
料
を
駆
使
し
て

耀
蔵
の
実
像
に
迫
っ
て
い
る
労
作
が

松
岡
英
夫
『
鳥
居
耀
蔵
』（
中
公
文
庫
）

で
あ
る
。
江
戸
町
奉
行
時
代
や
丸
亀

藩
お
預
け
時
代
の
耀
蔵
の
姿
が
丹
念

に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
読
を
お
薦

め
し
た
い
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

し
も 

と
り 

い 

ま
る 

み 

こ 

し
ゅ
く 

よ
う 

か 

が 

さ
ま 

ぞ
う 

か
ら
め 

か
が
み 

て 

と
よ 

の
り 

み 

た 

げ
ん 

じ 

じ
ょ
う 

い 

か
い 

わ
い 

搦手門搦手門 

佐々屋敷佐々屋敷 

搦手門 

内
　
堀 

堀 

外 

佐々屋敷 

下屋敷下屋敷 下屋敷 

文政城下図 

讃留霊王神社・御墓（古墳） 

さかさま川（流れは南へ） 

讃留霊王神社讃留霊王神社 
法勲寺法勲寺 

北 
南 

讃留霊王神社 
法勲寺 

北 
南 

南 北 

東 

西 

南 北 

東 

西 



家族みんなで歯の健診 
　今年で35回を迎える歯の無料健診がひまわりセ
ンターで開かれ、約1300人が訪れました。会場
では、歯科医師会の医師による歯の健診や歯科衛
生士の歯磨き指導の各コーナーのほかに、手型作
りや金魚すくいなどのイベントも行われ、親子の
ふれあいの場にもなりました。 

蜻
楽
し
く
歯
磨
き
。
虫
歯
ゼ
ロ
へ 

市国際交流協会から 
元気印ハッスルプレーに歓声 
　健康づくりと親睦を目的に、市体
育指導委員連絡協議会主催「シニ
アスポーツ大会」が行われました。
60歳以上のおよそ120人が市民
体育館に集合。班分けで8つのチ
ームに分かれると「久しぶり、元気
なんな」などと声をかけながら、ボ
ールリレーや輪投げ競争、玉入れ
などを楽しみました。シニアとは思
えないハッスルプレーに、会場は拍
手と歓声に包まれていました。 

蜻
え
い
。ほ
ー
ら
、こ
れ
で
ど
う
や
 

6.1

5.25

6.5

大成功。どろんこで 
地域おこしだ！ 
　飯綾商工会青年部
が、飯山総合学習セ
ンター南隣の田んぼ
で「まるがめどろん
こまつり」を開催し
ました。同まつりは、飯綾商工会青年部が、まちおこしを目的に行って
いるもので今年で4回目。ゴーグルを着けた子どもたちやユーモアあふ
れる仮装の若者たちなど約300人が参加。観客も県内外から2000人
が訪れ、バレーボールやドッジボール、ビーチフラッグなどを全身泥ま
みれになって楽しんでいました。 

蜷
地
域
み
ん
な
で
1
、2
、3

丸亀城バサラ京極隊 時太鼓披露 
　「時の記念日」の6月10日、丸亀城大手一の門で、丸
亀城バサラ京極隊が和太鼓を叩いて正午を知らせる「時
太鼓」を披露しました。大手一の門は1670年に造られ、
藩士が太鼓を叩いて周囲に時刻を知らせていたことから
｢太鼓門｣とも呼ばれています。同隊の中から参加した初
と京極高豊は、「初めてにしてはよくできたじゃろ」と話
していました。 

蜷
時
間
を
大
切
に
…
…
「
時
の
記
念
日
」 

6.10

蜻
さ
ぁ
来
い
。
ド
ッ
ジ
に
投
げ
る
ん
や 

スポーツの力で 
日本を元気に！ 
　15分以上継続して運動した
人の参加率を全国で競うチャレ
ンジデーに、飯山地区が参加し
ました。飯山総合運動公園や小
学校など地区内各所で、一斉ラ
ジオ体操やウオーキング、ソフ
トテニスなど思い思いの運動を
実施。午前0時から午後9時ま
での21時間の集計では、目標
の参加率50％を大きく上回る
67.7％を達成し、初参加で金
メダルを受賞しました。 

6.12

たた 

■その他の相談 

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせ・申し込みは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人老人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 
人権相談 
定例農家相談 
サポステ出張職業相談 
認知症専門相談 

福　祉　課 
人　権　課 
農業委員会 
産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 
蘂24-8811 
蘂24-8826 
蘂24-8844 
蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

月 月 月 777 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

１２ １３ 

5 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

2 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

26 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 火 

27 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

28 1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

29金 
30土 

4 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

6 障害者（児）相談 栗熊 ◯コ　午後1時半～3時  
すこやか体操教室（筋力トレーニング）　●飯 　午前10時～11時半 水 18 □内 　須　内科医院 蘂23-1030 

□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010月 

25 子育て一日相談 本島 ◯コ　蘂27-3222  
栄養相談　●飯 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

1 金 

 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 

7 木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
離乳食講習　●綾 　午前10時～11時半 

8 金 

無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
献血　■市 　午前9時半～午後4時半  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

12火 

9 土 

11月 

無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
香川求職者総合支援センター出張相談　■市 　午前10時～午後4時 
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 

14木 

子育て一日相談 広島 ◯コ　蘂29-2030  
無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

20水 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

15金 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午前10時～午後5時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

21木 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806）
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 

13水 

16土 

19火 

□内 　宮井内科医院 蘂98-7007 
□外 　香川クリニック 蘂22-2311 
□循 　中山クリニック 蘂24-3000 
□歯 　石川歯科医院（坂出市）蘂46-3008 午前9時～正午 

17日 

□内 　吉田病院 蘂22-8101 
□内 　大西内科循環器科医院 蘂98-2455 
□整 　柴田整形外科クリニック 蘂28-2700 
□歯 　いわた歯科クリニック（坂出市）蘂46-5026 午前9時～正午 

31日 

□内 　岸本医院 蘂22-5629 
□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□歯 　山地歯科医院（坂出市）蘂45-9311 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

24日 

麻田総合病院 蘂23-5555 
□小 　杢保小児科医院 蘂98-2010 
□歯 　武部歯科医院（坂出市）蘂46-1800 午前9時～正午 
子育て一日相談 城西 ◯コ　蘂25-2266

3 日 

□内 　篠原記念病院 蘂23-2205 
　脳外 　岸川脳神経外科医院 蘂25-2828 
□眼 　みさき眼科クリニック 蘂98-7773 
□歯 　宮崎歯科医院（坂出市）蘂46-2478 午前9時～正午 

10日 22金 
23土 

蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

蘂56-1771
　丸亀市と姉妹都市・友好都市縁組をしているサンセバスティ
アン市（スペイン）や張家港市（中国）との親善交流や、市内在
住の外国人との交流行事・支援事業を行っています。 
　外国文化・国際交流について興味はあるけれど、なかなか機会
が無いという皆さん。協会に加入し
て一緒に活動してみませんか。個人
や企業、各種団体など、どなたでも加
入できます。活動内容や加入申し込
みなど詳しくは市国際交流協会へ。 
〔年会費〕個人会員：1000円、団
体会員：12000円 
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中讃ケーブルビジョン１７chでも放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

7月 

人　口 110,454人（＋18） 
世帯数　43,270世帯（＋35） 

事　故  129件 

死　者  2人 

負傷者  154人 （納期は7月10日～8月1日） 

固定資産税/2期分 
介護保険料/1期分 

国民健康保険税/1期分 
後期高齢者医療保険料/1期分 

7月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 
※7月4日・5日の桐生ナイター場外はリレー発売 

※7月25日～27日の住之江ナイター場外はリレー発売 

ＧⅢ丸亀 
MB大賞 
トライアル 

ＳＧ第16回 
オーシャンカップ 
（蒲郡） 

サッポロ 
ビールカップ 
2011

報知グリーン 
カップ 

丸亀開催 
（ナイター） 

場外発売 

ナイター場外 

GⅠ浜名湖 
58周年 

GⅡＭＢ大賞 
（津） 

GⅢ女子リーグ戦 
（鳴門） 

オール女子戦 
（桐生） 

尼崎 
一般競走 

児島 
一般競走 
オール女子戦 
（住之江） 

一般競走 
（福岡） 

尼
崎
新
鋭 

GⅠ三国 
58周年 

GⅠ徳山 
58周年 

※日程が変更になる場合があります 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

まるがめボートは、東日本震災復興支援としてレースを実施します。 
313029282726252423222120191817
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　農業用軽油の 
　免税申請 
■時7月26日貂、27日貉 
■所市役所南館１階会議室 
■対平成23年8月末で免税証の期 

　限が切れる人 
■他県税事務所からの書類一式、印鑑、
　領収書などを持参 
■問農林水産課 蘂24-8845 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■料料金  

■内内容 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

※速報値のため、男女別人口は集計 
　されていません。 

日　時＝7月5日貂から開催 
　　　　午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館1階ロビー 
　　　　入館無料  月曜休館 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

救 急 出 動  407件 

火災の発生  1件 

 

市の動き（6月1日現在）前月比（県速報値） 交通事故（5月） 救急・火災件数（5月） 

蘂23-4141 
  （火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

  （水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

9月25日豸  
午後5時開演 
●入場料＝6000円（全席指定席） 

三顧の礼、赤壁の戦い、空城の計など 
7月6日貉、7日貅 
●入場料＝一般2000円（限定自由席） 

あやうたサマーコンサート 精巧大型人形劇 

「三國志」－総集編－ 
好　評 
発売中 

好　評 
発売中 

好評発売中 

7月16日貍午後7時開演 
出演＝陸上自衛隊第14音楽隊 
●入場料＝無料（整理券が必要） 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［歴史］ 

エリザベス女王1世　1999年 
狡Hiroshi Sugimoto/Courtesy of Gallery Koyanagi

8月21日豸まで 

《市民会館》 《アイレックス》 

１４ １５ 

岩崎宏美コンサート 

7月17日豸午後2時開演 
●入場料＝無料（整理券が必要） 

声楽コンサート 
「とどけうた声」 

　レクリエーション農園利用者 
　自分で畑を借りて、野菜づくりを
してみませんか。 
■所綾歌町岡田10区画、富熊2区画 
■対市内在住者 
■料3750円（7月～平成24年3月末） 
■他各区画とも申込順 
■申農林水産課 蘂24-8845 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 

　まるがめ文化芸術祭出品作品 
　10月開催のまるがめ文化芸術祭で
展示する作品を募集します。 
出品資格＝市内に在住または勤務し、
県美術展覧会以上の展覧会に入賞・
入選した人 
■内自作で未発表の作品を１人1点 
■申9月1日貅～9日貊までに、市文化
　協会 蘂24-8822 

　熟年から始める料理教室 
　高齢期に向けた望ましい食生活を
栄養士と一緒に勉強しませんか。 
■時7月29日貊午前9時半～午後1時 
■所ひまわりセンター3階 
■対市内在住の50歳以上の男性 
■定35人（申込順） 
■料300円（材料費を含む） 
■他米半合、エプロン、三角巾、タオル、

　筆記用具を持参 
■申7月8日貊～22日貊までに、健康
　課蘂24-8806 
 
 

　伝統芸能保存事業「丸亀城の夕べ」 
　夕涼みがてらに来てみませんか。 
■時7月30日貍午後5時～9時（雨天
　時は31日豸に順延） 
■所市民ひろば 
■内獅子舞などの伝統芸能の実演と各
　地に伝わる盆踊り、各種バザー出
　店 
■問市文化協会 蘂24-8822 

　飯山総合学習センターから 
●バスの乗り方教室 
　ディズニー柄のぐるっとバスがや
ってくる。写生大会同時開催。 
■時7月3日豸午後2時 
■所同センター南側駐車場 
■対小学生 
■定30人 
■料無料 
■内写生大会で出来上がった絵はロビ
　ーに展示。全員に記念品進呈 
■他帽子、タオル、水筒、写生大会で
　使う絵の具など持参 
■申同センター 蘂98-3319 
●フォトコンテスト「春部門」入選
　作品展 
■時7月9日貍～17日豸午前9時～午
　後5時 
■所同センター1階ロビー 
■問同センター 蘂98-3319 
●本格イタリアン料理教室 
　ラ・サルーテ主宰の中野誠司さん
による料理教室です。 
■時7月13日貉、9月14日貉、10月12
　日貉（全3回）午前10時～午後1時 

■所同センター2階調理室 
■料7000円（全3回分・材料費を含む） 
■問同センター 蘂98-3319 

　生涯学習センターから 
●手作り作品フリーマーケット 
■時7月10日豸午前10時～午後5時 
■所同センター1階ギャラリー 
■料無料 
●地震と津波の教室 
■時7月11日豺午後1時半～3時 
■所同センター講座室１ 
■定70人 
■料無料 
●シニア携帯電話教室 
■時7月27日貉、28日貅午前10時～
　正午 
■所同センター講座室1 
■定24人 
■料無料 
●角笛プチシルエット劇場 
　光と影の織りなす幻想的な影絵人
形劇です。 
■時8月7日豸午前10時、午後1時 
■所同センター3階ホール 
■料500円 
■問同センター 蘂23-1091 

　児童館から 
●七夕かざり作り 
　笹の枝に飾り付けをしましょう。 
■時7月2日貍、3日豸午後2時～3時 
■対幼児・小学生 
■定各日10人 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●フルーツポンチさんのお話会 
■時7月21日貅午前10時半～11時 
■対幼児・小学生 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091

「快天山古墳出土遺物展」 

蘂22-5366資料館だより 

7月9日貍は、㈱ベネッセホールデ
ィングス、日本通運株式会社香川支
店高松引越美術品センターの協賛
により観覧無料（五十音順） 

9月10日貍  
午後午後6時開演時開演 
●入場料●入場料＝ 
　50005000円 
　（全席指定席全席指定席） 

9月10日貍  
午後6時開演 
●入場料＝ 
　5000円 
　（全席指定席） 

世良公則コンサート 

　市家庭教育セミナー 
■時7月30日貍午後1時半～3時 
■所生涯学習センター4階講座室１ 
■料無料 
■内東洋大学・藤本典裕教授による講
　演「たかがアニメの教育学（サザ
　エさん、ちびまる子ちゃん、クレ
　ヨンしんちゃん）」 
■問地域振興課 蘂24-8809 
 
 

　市総合運動公園プール開場 
●一般利用 
■時7月23日～
　8月21日ま
　での土、日
　曜午前10時
　半～午後6
　時 
●専用利用 
■時7月13日～8月19日の一般利用以
　外の午前10時半～午後6時（水
　上安全講習修了者の配置が必要） 
■料小学生未満無料、小学生100円、中
　学生200円、一般300円 
■申市体育協会 蘂24-6251、薨24- 
　7966 

　土器川一斉清掃 
■時7月3日豸 
■所土器川河川敷一帯 
〈受付場所と開始時間〉 
蘆土器河川敷公園＝午前6時半 
蘆川西町河川敷運動公園＝午前6時半 
蘆飯山町河川敷運動公園＝午前7時 
蘆綾歌町河川敷運動公園＝午前7時 
　15分 
蘆土器川生物公園＝午前7時半 
■問建設課 蘂24-8813 

　DV（配偶者などからの暴力） 
　相談窓口 
　配偶者などから 
の暴力は、重大な 
人権侵害です。専 
門の相談員が一緒 
に考えます。相談 
は無料で秘密は厳 
守します。 
〈女性相談窓口〉 
相談先＝子育て支援課 蘂23-2201 
相談時間＝月～金曜午前8時半～午
後5時(年末年始・祝日を除く) 

　資料館から 
　企画展を見て、素敵な記念品を当 
てよう。 
内容＝3つの企画展すべてを観覧し
　た人を対象に、抽選で30人に記念
　品を進呈 
応募方法＝7月23日貍から資料館で
　配布されるフレンドカードにスタ
　ンプを押し、必要事項を記入のう

　え、平成24年3月11日豸までに応
　募箱に投かん 
〈企画展〉 
蘆こんにちは！フクちゃん展－昭和
　をふりかえって－＝7月23日貍～
　8月28日豸 
蘆浅井三姉妹初と京極展＝10月15
　日貍～11月27日豸 
蘆顔そのかたちと色彩展＝平成24年
　1月21日貍～3月11日豸 
〈記念品〉 
丸亀市出身のアーティスト、アオキ
タカエさん作「丸亀城オリジナルミ
ニランチョンマット＆コースター」 
■問資料館 蘂22-5366 
 

募 集  

催 し  

お 知らせ 

日　時 午前9時～正午 午後1時～4時 

垂水･川西 飯野･郡家･三条 

金倉･中津･新田･土器 
今津･田村･塩屋･原田･津森･山北･ 
柞原･その他 

綾歌･飯山地区は各市民総合センターで随時受け付けています。 

※混雑を避けるために日時指定していますが、指定日時に来庁できない人は、他の時間 
　帯でも受け付けます。免税軽油制度は平成24年3月31日で終了予定です。 

7月26日貂 

7月27日貉 



宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

第1期  7/19（火）～22（金） 
第2期  7/25（月）～29（金） 
第3期  8/  2（火）～  5（金） 
第4期  8/23（火）～27（土） 
　　　  8/23（火）～26（金） 

第1期  7/25（月）～29（金） 

第2期  8/  1（月）～  5（金） 

第3期  8/15（月）～19（金） 

第4期  8/22（月）～26（金） 

体を作り心を育て 
身を護るスイミング 
体を作り心を育て 
身を護るスイミング 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■申
申
し
込
み  

■他
そ
の
他 

■問
問
い
合
わ
せ 

お
米
の
産
地
が
わ
か
り
ま
す 

　
7
月
1
日
か
ら
「
米
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
」
に
よ
り
、
商
品
の
容
器

や
包
装
、
外
食
店
や
小
売
店
で
米
穀

な
ど（
米
や
米
加
工
品
）の
産
地
情
報

を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

■問
香
川
農
政
事
務
所
食
糧
部
（
蘂
0
 

　
8
7
―
8
3
1
―
8
1
5
3
）
か

　
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt 

　p
://w

w
w
.m
a
ff.g
o
.jp
/j/s
o
u
 

　s
h
o
ku
/ke
ika
ku
/ko
m
e
_to
r 

　e
s
a
/in
d
e
x.h
tm
l

） 

 子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談 

　
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
、
心
配
ご

と
に
つ
い
て
、
専
任
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。 

相
談
先
＝
県 

　
子
ど
も
女 

　
性
相
談
セ 

　
ン
タ
ー（
蘂 

　
0
8
7
― 

　
8
6
2
― 

　
4
1
5
2
） 

受
付
時
間
＝
月
〜
土
曜
午
前
9
時
〜

　
午
後
9
時
（
日
曜
・
祝
祭
日
・
年

　
末
年
始
は
休
み
） 

 
点
検
商
法
に
ご
注
意 

　
点
検
と
言
っ
て
家
に
上
が
り
込
み
、

必
要
の
な
い
契
約
を
さ
せ
る
悪
質
な

手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
信
頼
で

き
る
業
者
の
点
検
を
受
け
、
複
数
の

見
積
書
を
比
較
検
討
し
て
契
約
し
ま

し
ょ
う
。 

■問
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
県
消

　
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8
7
―

　
8
3
3
―
0
9
9
9
）
か
県
民
セ

　
ン
タ
ー
（
蘂
6
2
―
9
6
0
0
） 

 

土
器
川
潮
止
堰
の 

サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を 

　
塩
水
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
、
蓬
莱

橋
の
上
流
に
設
置
し
て
い
る
土
器
川

潮
止
堰
は
、
洪
水
時
に
自
動
で
収
縮

し
倒
れ
ま
す
。
倒
れ
る
と
、
堰
よ
り

下
流
の
水
が
増
え
大
変
危
険
で
す
。

サ
イ
レ
ン
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
河
原
に
は
下
り
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

■問
香
川
河
川
国
道
事
務
所
・
土
器
川 

　
出
張
所
（
蘂
2
2
―
8
3
1
8
） 

 

高
松
公
証
役
場
か
ら 

　
高
松
公
証
役
場
は
7
月
4
日
豺
に
、

〒
7
6
0
―
0
0
5
0
高
松
市
亀
井

町
2
番
地
１
朝
日
生
命
高
松
ビ
ル
7

階
へ
移
転
し
ま
す
。 

■問
同
役
場
（
蘂
0
8
7
―
8
1
3
―

　
3
5
3
6
） 

 

毒
物
劇
物
を
使
用
す
る
人
へ 

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
危
害
の

発
生
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

●
盗
難
や
紛
失
が
発
生
し
な
い
よ
う

　
に
鍵
の
掛
か
る
場
所
に
保
管
す
る 

●
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使

　
用
す
る 

●
誤
飲
を
防
ぐ
た
め
に
、
ジ
ュ
ー
ス

　
な
ど
飲
食
物
の
容
器
に
移
さ
な
い 

●
専
門
の
処
理
業
者
に
委
託
す
る
な

　
ど
適
正
に
廃
棄
す
る 

■問
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
課

　
（
蘂
2
4
―
9
9
6
4
） 

 

高
松
法
務
局
か
ら 

　
4
月
1
日
か
ら
登
記
事
項
証
明
書

な
ど
を
請
求
す
る
場
合
の
手
数
料
が

一
部
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
請
求
で
は
、
郵
送
か

窓
口
の
受
け
取
り
が
選
択
で
き
、
一

部
は
窓
口
請
求
よ
り
も
手
数
料
が
安

く
な
り
ま
す
。 

■問
高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　
（
蘂
0
8
7
―
8
2
1
―
6
1
9
 

　
1
） 

   

自
衛
官
採
用
試
験 

●
自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
） 

■時
9
月
中
旬
ご
ろ（
受
付
時
に
説
明
） 

■申
9
月
9
日
貊
ま
で 

●
自
衛
隊
等
採
用
試
験
の
説
明
会 

■時
7
、
8
月
の
お
盆
を
除
く
毎
日
午

　
前
１０
時
〜
午
後
5
時
（
平
日
は
予

　
約
が
必
要
） 

■所
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所 

■問
同
事
務
所（
蘂
2
3
―
6
4
2
0
） 

   

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
同
校
は
国
内
航
路
の
船
舶
職
員
の 

養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
体
験
型
（
実
習
、
練
習
船
乗
船
な

　
ど
） 

■時
7
月
２３
日
貍
、
３０
日
貍 

●
見
学
型
（
授
業
・
施
設
・
寮
見
学

　
ツ
ア
ー
な
ど
） 

■時
１０
月
１５
日
貍 

■問
同
校
（
蘂
0
8
9
8
―
4
１
―
5
 

　
2
7
8
） 

 

丸
亀
城
天
守
・
御
門
の
守
り 

■時
7
月
１７
日
豸
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
丸
亀
城
大
手
一
の
門 

■内
お
城
を
守
る
工
夫
に
つ
い
て
解
説
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
研
修

　
会
を
同
時
開
催 

■申
不
要 

■問
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
担
当（
蘂

　
2
2
―
6
2
7
8
） 

 

善
通
寺
看
護
学
校 

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

■時
7
月
１６
日
貍
、
8
月
２７
日
貍
午
前 

　
9
時
半
〜
午
後
1
時
半 

■所
善
通
寺
看
護
学
校
（
善
通
寺
市) 

■内
看
護
技
術
体

　
験
、
公
開
講

　
座
、
学
校
紹

　
介
な
ど 

■料
無
料 

締
め
切
り
＝
7
月
6
日
貉
（
当
日
参

　
加
も
可
） 

■申
同
看
護
学
校（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

第
9
回
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス 

■時
7
月
9
日
貍
午
後
6
時
〜
9
時
半 

■所
市
民
ひ
ろ
ば 

■内
ア
ニ
メ
の
曲
を
取
り
入
れ
た
ジ
ャ

　
ズ
演
奏
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
、屋
台
ほ
か 

■料
無
料 

■問
鐘
ヶ
江
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
2
8

　
2
7
―
1
8
1
1
） 

 「
こ
こ
ろ
の
日
」
講
演
会 

■時
7
月
１０
日
豸
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
研
修
室 

■内
県
立
保
健
医
療
大
学
・
中
添
和
代

　
准
教
授
に
よ
る
講
演
「
子
ど
も
の

　
虐
待
と
こ
こ
ろ
の
病
」 

■料
無
料 

■問
日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会
香
川

　
県
支
部
事
務
局
（
蘂
0
8
7
5
― 

　
2
5
―
3
7
4
9
） 

 

満
月
の
夕
べ 

■時
7
月
１６
日
貍
午
後
7
時 

■所
丸
亀
城
内
御
殿
表
門
前
広
場 

■内
三
味
線
の
生
演
奏
に
よ
る
盆
踊
り
、

　
音
楽
ラ
イ
ブ
（
小
雨
時
は
ラ
イ
ブ

　
の
み
） 

■料
無
料 

■問
ふ
な
き
ち
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
9
 

　
4
5
7
―
8
3
6
5
） 

 

保
育
士
就
職
相
談
会 

　
保
育
所
（
園
）
の
採
用
担
当
ら
に

よ
る
就
職
相
談 

■時
7
月
２９
日
貊
午
後
1
時
〜
4
時 

■所
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
松
3
階
会
議
室

　（
高
松
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀
2

　
階
会
議
室 

■対
保
育
士
資
格
を
持
ち
、
保
育
所
へ

　
の
就
職
を
考
え
て
い
る
人 

■問
県
子
育
て
支
援
課
（
蘂
0
8
7
― 

　
8
3
2
―
3
2
8
8
） 

 

か
が
わ
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会 

■時
7
月
２４
日
豸
午
後
2
時
開
演 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■料
無
料 

■問
白
石
さ
ん
（
蘂
0
8
7
―
8
4
1

　
―
8
5
2
6
） 

 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封 

■時
8
月
１４
日
豸
午
前
9
時
〜
正
午 

■所
丸
亀
市
立
西
中
学
校
運
動
場 

■対
平
成
１４
年
、
１５
年
、
１６
年
卒
業
生 

■内
創
立
５０
周
年
記
念
に
埋
設
し
た
タ

　
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封 

■問
同
中
学
校（
蘂
2
3
―
4
0
7
3
） 

 

か
　
め
　
市 

■時
7
月
9
日
貍
、
１０
日
豸
、
２３
日
貍
、

　
２４
日
豸
の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時 

■所
富
屋
町
商
店
街 

●
民
家
の
甲
子
園
ス
ケ
ッ
チ
大
会（
１０

日
豸
の
み
）
参
加
者
募
集 

■問
N
P
O
法
人
か
が
わ
サ
ン
サ
ン
倶

　
楽
部
（
蘂
8
6
―
3
1
6
2
） 

   

親
子
英
語
小
組 

　
絵
本
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
で
楽
し
く

英
語
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
7
月
２７
日
貉
、 

　
8
月
２４
日
貉
、 

　
9
月
２９
日
貅 

　
午
前
１０
時
〜 

　
１１
時 

■所
生
涯
学
習
セ 

　
ン
タ
ー
4
階 

　
大
広
間 

■対
2
歳
か
ら
の
子
ど
も
と
保
護
者 

■料
1
5
0
0
円
（
入
会
金
を
含
む
） 

■申
亀
山
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
1
3
2
 

　
6
―
0
6
5
7
）、
前
川
さ
ん（
蘂

　
0
9
0
―
4
3
3
8
―
5
1
5
5
） 

 

混
声
合
唱
団
「
響
」
団
員 

■時
毎
週
土
曜
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■問
斎
藤
さ
ん
（
蘂
0
8
7
―
8
7
4

　
―
6
2
2
8
） 

 

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

親
睦
大
会 

■時
7
月
２４
日
豸
午
前
9
時 

■所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
土
器
川 

■対
丸
亀
市
民 

■内
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
女
子
４０
歳
以

　
上
の
部
、
女
子
４０
歳
未
満
の
部
、

　
男
女
混
合
の
部 

■料
1
0
0
0
円 

■申
7
月
２０
日
貉
午
後
7
時
半
ま
で
に
、

　
市
民
体
育
館
内
親
睦
大
会
あ
て 

■問
市
体
育
協
会（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

せ
き 



　
保
井
コ
ノ
の
生
涯 

　
東
か
が
わ
市
立
三
本
松
小
学
校
。
校

門
右
手
に
同
校
卒
業
生
・
保
井
コ
ノ
の

胸
像
が
あ
る
。
昭
和
２
年
、
保
井
は
石

炭
研
究
の
優
れ
た
業
績
が
認
め
ら
れ
、

日
本
初
の
女
性
博
士
と
な
っ
た
。
「
女

の
く
せ
に
学
問
な
ん
て
」
と
言
わ
れ
た

時
代
に
、
学
問
の
道
を
進
み
、
そ
の
意

思
を
貫
い
た
。
そ
し
て
女
性
が
決
し
て

男
性
に
劣
ら
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
人

が
個
人
と
し
て
評
価
さ
れ
る
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
た
。 

　
「
男
尊
女
卑
」の
明
治
社
会 

　
当
時
は
「
男
尊
女
卑
」
の
社
会
だ
っ

た
。
中
学
校
へ
は
男
性
の
み
が
進
学
し
、

女
性
は
高
等
女
学
校
か
師
範
学
校
な
ど

へ
進
学
し
た
。 

　
県
立
尋
常
師
範
学
校
女
子
部
か
ら
女

子
高
等
師
範
学
校
（
現
在
の
お
茶
ノ
水

女
子
大
学
）
に
進
ん
だ
保
井
は
、
至
る

所
で
差
別
と
い
じ
め
に
あ
っ
た
。 

　
明
治
36
年
、
高
等
学
校
で
使
う
物
理

の
教
科
書
を
執
筆
し
た
が
、
文
部
省
の

男
性
検
定
官
が
不
合
格
に
し
た
。
「
男

で
も
難
し
い
の
に
、
女
に
書
け
る
は
ず

が
な
い
。
誰
に
書
い
て
も
ら
っ
た
の
か
」

と
屈
辱
を
受
け
た
。 

　
明
治
45
年
に
は
、
官
費
に
よ
る
留
学

を
文
部
省
に
申
請
し
た
が
「
女
に
科
学

は
で
き
な
い
、
税
金
の
無
駄
遣
い
」
と

却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
留
学
目
的
の

欄
に「
家
事
研
究
」と
書
き
加
え
、
２
年

後
に
よ
う
や
く
許
可
が
下
り
た
。
こ
の

と
き
「
結
婚
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
さ

せ
ら
れ
た
」
と
、元
神
奈
川
歯
科
大
学
・

三
木
寿
子
教
授
に
よ
る
証
言
も
あ
る
。 

　
そ
の
後
の
10
年
間
は
保
井
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
理
学
３
人
、
医
学
14
人
、

農
学
２
人
、
薬
学
１
人
の
計
20
人
の
女

性
博
士
が
誕
生
し
、
自
然
科
学
分
野
の

研
究
は
急
速
に
進
ん
だ
。
保
井
は
女
性

が
学
界
に
進
出
す
る
扉
を
こ
じ
開
け
た
。 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

男
女
共
同 

　
　
参
画
社
会
の
旗
手 

笞 

 
●おはなし会 
飯山図書館＝7月9日貍  
　　　　　　午後2時 
中央図書館＝7月23日貍  
　　　　　　午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝7月3日豸、17日豸  
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児、小学生 
●くるくるキラキラ万華鏡 
日時＝7月9日貍午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児、小学生 
定員＝20人 

●ブックバンク 
　（本の交換会） 
日時＝7月17日豸  
　　　午前10時～午後2時 
場所＝中央図書館 
●まんが本展 
日時＝7月21日貅～ 
　　　8月30日貂  
場所＝中央・綾歌 
　　　図書館 
　　　ロビー 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　11日、18日、25日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　4日、11日、18日、25日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　4日、18日 

『南極大陸』 
白川義員・著（小学館） 

　見渡す限り白一色の氷原。汚れのない大陸の
雄大な自然の景観は、地球の記憶を秘めている。
“地球再発見”を構想にした写真集。 

『中高時代に読む本50』 
清水克衛・著（PHP研究所） 

『もりのおばけ』 
片山健・絵（福音館書店） 

　弟と森の中までかけっこした僕。ぴゅーっと走って弟より早く
着いたけど、森の中は暗くて薄気味悪い。怖くて弟を「おーい」
って呼ぶと、「おーい」っていいながら、おばけが飛んできて…。 

　夢、仕事、人生。本には生きていくお手本がいっぱい。
中高生に読んでほしい本50冊を、本のソムリエがセレク
トして紹介。生きる世界が広がる読書のすすめ。 

7月の休館日 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

１９ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

１８ １８ 

 

　
　
　
「
宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
」 

　
　
　
〜
未
来
へ
の 

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜 

　
岡
村
孝
子
さ
ん
と
あ
み
ん
、
市
内

の
合
唱
団
に
よ
る
音
楽
会
で
す
。 

■時
１０
月
３０
日
豸
午
後
6
時
半 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■料
一
般
2
0
0
0
円（
全
席
指
定
）、

　
高
校
生
以
下
1
0
0
0
円
、
当
日

　
券
各
5
0
0
円
増
額
（
前
売
り
券

　
完
売
時
は
当
日
券
配
布
な
し
） 

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金 

■申
7
月
３０
日
貍
午
前
9
時
か
ら
窓
口

　
発
売
、
午
後
１
時
か
ら
電
話
受
け

　
付
け 

■問
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

         

丸
亀
競
技
場
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

●
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス 

■時
8
月
2
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
火
曜

　
午
後
7
時
〜
8
時
（
全
5
回
） 

■定
２５
人 

■内
姿
勢
改
善
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
ダ

　
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム 

■料
2
0
0
0
円 

●
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
ズ
ン
バ
） 

■時
8
月
1
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
月
曜

　
午
後
1
時
〜
2
時
（
全
4
回
） 

■定
２５
人 

■内
お
腹
周
り
の
筋
肉
を
使
う
ダ
ン
ス

　
プ
ロ
グ
ラ
ム 

■料
1
6
0
0
円 

■問
同
競
技
場（
蘂
2
1
―
5
8
0
0
） 

 
新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
小
組 

　
音
楽
に
の
っ
て
、
リ
ズ
ム
や
手
遊

び
、
絵
本
や
簡
単
な
工
作
と
子
育
て

情
報
の
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。 

■時
木
曜
午
前
１０
時
半
〜
正
午（
月
3
回
） 

■所
蓮
池
公
園
内
軽
運
動
室 

■対
就
園
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん 

■料
月
1
2
0
0
円（
お
や
つ
代
含
む
） 

■申
近
石
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
5
7
 

　
0
―
4
2
1
3
） 

 

2
0
1
1
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

全
国
う
ち
わ
ピ
ン
ポ
ン
大
会 

■時
8
月
7
日
豸
午
前
8
時
２０
分
受
付

　
開
始
、
9
時
半
試
合
開
始 

■所
市
民
体
育
館 

■定
3
0
0
人
（
申
込
順
） 

■内
ダ
ブ
ル
ス
競
技
（
参
加
賞
あ
り
） 

■料
1
人
5
0
0
円
（
収
益
金
は
全
額

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
） 

■申
市
内
郵
便
局
窓
口
の
振
替
用
紙
に

　
記
入
し
、
7
月
２５
日
豺
ま
で
に
郵

　
便
振
込
み 

■問
か
が
わ
子
育
て
親
育
ち
の
会
事
務

　
局
・
鎌
田
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―

　
1
0
0
3
―
7
9
7
9
） 

 

新
婦
人
絵
手
紙
小
組 

　
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
指

導
を
受
け
、
絵
手
紙
を
始
め
ま
せ
ん

か
。 

■時
火
曜
午
前
１０
時
〜
正
午（
月
2
回
） 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階「
ゆ
め
」 

■料
1
4
0
0
円
（
月
額
） 

■申
白
川
さ
ん（
蘂
2
8
―
7
6
2
3
） 

 

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習 

■時
8
月
２２
日
豺
〜
9
月
2
日
貊
の
１０ 

　
日
間 

■対
５５
歳
以
上
で
就
職
を
希
望
す
る
人 

■内
ビ
ル
の
清
掃
の
基
本
と
洗
剤
の
知

　
識
、
清
掃
技
術
の
講
習 

■定
２０
人 

■料
無
料 

■申
7
月
２５
日
豺
〜
8
月
１０
日
貉
ま
で

　
に
、
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
連
合
会
（
蘂
0
8
7
―
8
1
1
―

　
7
8
8
0
） 

 

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ 

　
真
剣
な
交
際
・
結
婚
を
目
的
と
す

る
男
女
を
募
集
し
ま
す
。 

■時
9
月
１９
日
豢
午
後
6
時
〜
9
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■対
２３
歳
〜
４５
歳
の
男
女 

■定
男
女
各
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
0
円（
男
性
）、
2
0
0
0 

　
円（
女
性
） 

■申
7
月
9
日
貍
か
ら
ア
イ
レ
ッ
ク
ス

　
（
蘂
8
6
―
6
8
0
0
） 

 

第
２９
回
ち
び
っ
こ
冒
険
学
校 

■時
7
月
３０
日
貍
・
３１
日
豸 

■所
浦
山
川
（
愛
媛
県
土
居
町
） 

■対
小
学
3
年
〜
中
学
2
年
生 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
6
0
0
0
円
（
説
明
会
で
集
金
） 

●
説
明
会
（
善
通
寺
市
民
会
館
） 

■時
7
月
２２
日
貊
午
後
7
時
半 

■申
善
通
寺
山
の
会
・
佐
藤
さ
ん
（
蘂

　
2
2
―
0
0
3
6
） 

 

一
緒
に
合
気
道
を
し
ま
せ
ん
か 

■時
毎
週
水
曜
午
後
7
時
〜
9
時
 

■所
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

■問
堀
家
さ
ん（
蘂
2
4
―
5
7
7
0
） 

 「
居
合
道
」
会
員 

　
武
士
の
古
武
道
（
無
双
直
伝
英
信 

流
）
で
す
。 

■時
毎
週
火
曜
午
後
7
時
〜
9
時
 

■所
郡
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

■対
小
学
生
〜
大
人
ま
で
の
男
女
 

■料
無
料
 

■申
同
会
・
多
田
羅
さ
ん
（
蘂
0
8
0

　
―
3
9
2
0
―
3
4
5
0
）
 

う
た
ご
え
喫
茶 

■時
8
月
6
日
貍
午
後
1
時
半
〜
3
時
半 

■所
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル 

■定
1
0
0
人
（
申
込
順
） 

■料
1
2
0
0
円（
ド
リ
ン
ク
一
杯
、貸
し
歌
詞
集
） 

■申
市
民
会
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

は
す 

●旧友か
ら「本紙
や Ｈ Ｐ

（本日の丸亀市）見よるで」と
エール。「ありがとう｣（中年明）
●海に花火にお祭り……夏に向
けてダイエットに励んでいる今
日この頃です。（くぅちゃん）●
わが家もやっと地デジデビュー。
これで安心して7月24日を迎
えられます。（凛）●裏表紙に掲
載中のふるさとレターは今月か
らしばらくお休みします。（もり） 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

応募方法 

お問い合せ応募先 

電話連絡の上、履歴書を郵送ください。 
後日、面接日などを連絡いたします。 

高松市天神町5-18号（県庁前）ルモンド田中ビル4階 

FAX087-862-3383

【受付時間/平日9：00～17：00】 

香川県民共済生活協同組合 
蕁087-862-3373

一緒に活動
 

　しません
か！！ 



午後3時～ 
午後7時 

人 

午前9時～ 
午後3時 

問い 
合わせ 

人 

人 

キョウチクトウ：葉が竹に、花が桃に似
ていることから、夾竹桃（キョウチクト
ウ）と名付けられました。6月から9月
まで花を楽しめます。（蓬莱海浜公園） 

渡邉 万桜ち
ゃ
ん（右） 

わた なべ ま お 

夏希ち
ゃ
ん（左） 

なつ き 

（H20.6.20生） 

（H22.7.18生） 

田 村 町  

わが家の可愛いお姫様螢 
2人の笑顔が大好き！ 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

木　下　璃　音ち
ゃ
ん 

きの した 

（H21.4.18生） 
郡 家 町  

名前通りのチビライオン…… 
正義の味方になってネ 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
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7
月
1
日
発
行
 
平
成
2
3
年
（
2
0
1
1
） 7
月
号
 

広
報
丸
亀
 

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

り おん 

丸
亀
城
西
野
球 

初
の
全
国
大
会
出
場
へ 

 

　
丸
亀
城
西
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
５
月
に
開
か
れ
た
「
第
31
回
全

日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
県
予
選
」を
勝

ち
抜
き
、全
国
大
会（
８
月
９
日
〜
15
日
・

東
京
）の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

《
主
将
・
澤
村
威
武
樹
さ
ん（
6
年
）》 

　
「
走
塁
や
ピ
ッ
チ

ャ
ー
の
足
回
り
を

重
点
的
に
練
習
し

て
い
ま
す
。
目
標

は
、全
力
プ
レ
ー
で

胸
を
は
っ
て
優
勝
す
る
こ
と
で
す
」と
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

県予選でみごと初優勝を飾った丸亀城西 

い 

ぶ 

き 


